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第3章

章末問題
【10】

すべての実数   に対して，つぎの等式が成り立つこと
を示せ。

つぎの等式が常に成り立つことを示せ。

79 上から8行目 ……与式の右辺に対して         と…… ……与式の右辺に対して            と……

82
式(4.11)の

第1式
（左側）

82
式(4.11)の

第2式
（右側）

93 上から1行目 極方程式              は，……
極方程式 　　　　　　(ただし               とする)
は，……

104 上から6行目 その分母を展開して…… その分母を因数分解して……

119 上から5行目 合成関数の微分 合成関数の微分

158 上から1行目 図8.1には，式(8.1)と式(8.2)の両方のグラフを示した。

図8.1には，式(8.1)と式(8.2)の両方のグラフを示
した。なお，式(8.1)で与えられた関数        は，
厳密には         で定義されていない(分母が0に
なってしまうため)。したがって              のグラフ
は，本当は         において穴が空いた不連続な
曲線となる。しかし，そのような不連続な曲線は扱
いづらい。そこで図8.1では，       が         にお

いて極限値                   をもつことを利用して，

次のように　　　の定義を拡張している。

このように       の定義を拡張すれば，       のグラ
フは　　　   で連続となる。すぐ後で示す図8.2で
も，これと似た拡張を行っている。

177 式(8.62)

206 下から2行目 この定積分が効いているのは…… この定積分が聞いているのは……

215 式(10.12)
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